
様式２　令和６年度新座市学校評価システム　　　　 自己評価書【中間評価】
新座市立 新座中 学校

1

学校は、学校教育目標「強く　明るく　考える」を実
現するため、この意識を置いて様々な教育活動に
取り組んでいる。

2.84 A 2.77 A 2.76 A

2

学校は、目指す教師像である「生徒ファーストで、
誰一人置き去りにしない教育を追求する教師」を
実現するため、この意識を置いて様々な教育活動
に取り組んでいる。

2.58 B 2.83 A 2.55 B

3

学校は、働き方改革を進めるため、校務分掌や教
育課程等を適宜見直し、教職員の意識を高めるよ
う組織的に取り組んでいる。

2.58 B 2.37 B 2.27 B

4

学校は、ＩＣＴを活用する等、校務業務を効率化し、
働き方改革に取り組んでいる。 2.87 A 2.60 A 2.45 B

5

学校は、生徒の発達の段階に応じた適切な配慮を
行い、一人一人にとって最適な学びを提供するよう
努めている。

2.77 A 2.93 B 2.85 A

6

学校は、生徒が学習内容の理解を深めることがで
きるよう、指導と評価の一体化を重視した授業を展
開している。

2.68 A 2.77 A 2.67 A

7

学校は、各教科の指導において「見方・考え方」を軸とし、
学びの改革「自分のペースで、自分で学ぶ」「学び合っ
て、助け合って、共に学ぶ」を意識しながら、主体性の伸
長や自己有用感を育む教育を推進している。

2.77 A 2.67 A 2.64 A

8

学校は、ＩＣＴを有効に活用し、発達段階や学力・能
力に即した学習指導を行っている。 3.13 A 2.73 A 2.45 B

9

学校は、場や相手、目的に応じた言葉遣いや話し
方の実践を通して、生徒のコミュニケーション能力
を高めている。

2.71 A 2.43 B 2.79 A

10

学校は、目指す生徒像である「責任ある行動をとる生徒、
対立やジレンマに対処する生徒、地域を愛し社会に貢献
する生徒、新たな価値を創造する生徒」を育成するため、
「自律・尊重・創造」のキーワードを意識して、豊かな心の
育成に努めている。

2.68 A 2.77 A 2.85 A

11

学校は、生徒が友達や教職員・来校者に進んであ
いさつする環境を醸成している。 2.97 A 2.57 B 2.79 A

12

学校は、生徒一人一人が個の個性を認め合って学
校生活を送ることができる環境を整備している。 2.90 A 3.00 A 3.03 A

13

学校は、教職員自らが手本となり、生徒に対して規
範意識（時を守り、場を清め、礼を正し、丁寧に言
葉を遣う）を高める指導を行っている。

2.65 A 2.70 A 2.79 A

14

学校は、体育や部活動、休み時間などを通じて、生
徒が意欲的に運動に親しむような取組を行い、体
力向上に努めている。

2.97 A 2.90 A 2.97 A

15

学校は、食に関する意識を高める食育に取り組む
など、計画的に健康教育を推進している。 3.00 A 2.90 A 2.94 A

16

学校は、事故や不審者の侵入等の緊急事態発生
時に適切に対応できるよう、危機管理マニュアル等
を作成し、迅速に対応できる体制を整えている。

2.61 A 2.53 B 2.58 B

17

学校は、保護者や地域住民の意見を取り入れる機
会を積極的に設け、学校に寄せられた具体的な要
望や意見を把握し、適切に対応している。

2.94 A 2.80 A 2.70 A

18

学校は、学校だよりやホームページなどで、教育活
動の様子や成果・課題などについて定期的に情報
提供している。

3.35 A 3.33 A 3.30 A

19

学校は、保護者や地域と連携した活動を計画的に
実施している。 2.97 A 2.80 A 2.76 A

20

学校は、保護者や地域の方が教育活動を参観でき
る機会を設けている。 3.16 A 3.03 A 3.12 A
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〇目指す学校像「夢と希望を持ち、未来への扉をひらく学校」
〇学校教育目標「強く　明るく　考える」
　　「強く」：責任ある行動をとる生徒（自律）
　　「明るく」：対立やジレンマに対処する生徒（尊重）
　　　　　　　　地域を愛し、社会に貢献する生徒　※野火止・陣屋小と連携
　　「考える」：新たな価値を創造する生徒（創造)
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